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軸 似鵜に配られてゐろが増感の讃畝は排すL内に何木

かの鴫也を糾 して庁.iのであるから,か▲る稚状粥
弟による娼故の基水式は現在迄取へちれてゐない｡
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竣形炎熊の砂台盤兼の経理小心上I)任丑の珊 rなろ

E古に出く内部塵力はr一事に比例するとの鮎定が理翁的
l)

にも甘段上にも逢合すろことを速べたが, こ でゝはこ
の叫 的広定を杜状鯉 に即 して考へろことにする｡
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yi,十ルブ ナデイェントから究められる｡この点力は
峯兼に近いOiでは岳Pi位となりき;弟の外形に加似する

が典男よりの馳 ;相雷書れた折でほ輔に近づき3L!鄭

鯉 によろば野力分秒 二進上る｡
袈 】

y-Oの R 町 y-OSの Ef町

.･･ r- ､一･二~こ '- ー~ニて

… 灼 b 芸濡 丑 拙 - 翼竜

25 JO39 0120 0116

JS 】C64 0)76 DZ65 - - -

B zE‡8 0210 0277

6 115J O370 0.320 - - -

1 E225 0520 0･;:5 0504 OJ85 0342
3 2291 0ふ一0 0496 0930 0▲lLO O.44[

2 1-114 0850 0.的〕 1Ⅰ7 07(叩 0598

l z732 ).31 0.756 ]62 Z20 0739

07 Ⅰ淋 ZS5 0BOS I9r J52 0795
0.5 2.23占 196 0877 217 199 0876
02 33け 312 0935 3_30 309 0,927

oz ,3581 4440968 464 442 0957
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これは廿血の心抜き教畝の租合に粕汁すらがE〕由rAi
上りの孔控が3及･tの甘食につき■示せろもので
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る又 tIは九日'CFEの等zdナ./シャルEkb:この18台の
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められろ｡
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